
 ・授業の中でＩＣＴを活用する際は、多様な機能とその長所を理解した上で、授業のねらいや学習活動の内容に応じて機能や活動場面を選択する必要が 

あります。どのような場面でどのような目的で使用するのかを、指導案に整理しておきましょう。 

 板書型指導案 

  「                     」                  令和  年  月   日（  ）   校時 
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○学習活動 

 

  

 

 

   

◆留意点 

 

 

   

【主体的・対話的で深い学びを実現

するＩＣＴ活用のポイント】 

単元 ○○○○○○ 

主眼 ○○○○○○○○ 

評価 ○○○○○○○○  

○ＩＣＴの活用場面を含んだ板書型指導案 

【板書等】              【ＩＣＴ画面等】 

 

＜主眼等を書きます。＞ 

何をどう学ばせるのか、授業を通してどの

ような力をつけるのかなど、本時の授業の

核心を、子どもの姿で表します。 

＜ＩＣＴ活用のポイントを書きます。＞ 

一斉学習【Ａ】個別学習【Ｂ】 

協働学習【Ｃ】について、どのような場面で、

どのように活用するか、またＩＣＴ活用のポイ

ントを記載します。 

 

＊記入例 

・個別学習【Ｂ】で、～するために～を共有す

る。  

※ ＩＣＴを効果的に活用した学習場面の分類例  
一斉学習  【Ａ１】教員による教材の提示 
個別学習  【Ｂ１】個に応じた学習  【Ｂ２】調査活動  【Ｂ３】思考を深める学習  【Ｂ４】表現・制作  【Ｂ５】家庭学習 
協働学習  【Ｃ１】発表や話し合い  【Ｃ２】協働での意見整理  【Ｃ３】協働制作  【Ｃ４】学校との壁を超えた学習 

解 決 共 有 振り返り 学習のきっかけ 

＜板書計画を書きます。＞ 

授業の「めあて」や「まとめ」など、構

想している授業において、黒板に書く内

容を、構造的に明確に表すようにしま

す。 

＜ＩＣＴ画面に表示される内容を書きます。＞ 

一斉指導や個別学習等において、ＩＣＴ画面に表示され

る内容のうち、学習内容や学習課題など授業展開に大き

く関係するものについて表します。 

＜学習活動とＩＣＴの活用場面を書きます。＞ 

活用場面を、一斉学習【Ａ１】個別学習【Ｂ１～Ｂ５】協働学習【Ｃ１～Ｃ４】に細分化し、

活用方法を記載します。（※下段参照） 

＜指導上の留意点や指示などを書きます。＞ 

学習活動に対する留意点や指示、ポイントなどを記載します。 



     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○具体的な数を用い

て必要なコインの

枚数を求める。 

【Ａ１，Ｂ１，Ｃ１】 

○必要なコインの枚

数について文字を

用いて表し，４ｎ

－４から囲み方を

考える。 

○４ｎ－４の場合の

囲み方が正しい理

由について，個人

で考える。 

○他の囲み方を参考

にする。 

○板書された，未完

成（不充分）の説明

（C）を全体で検討

し，練り上げる。 

【Ａ１，Ｃ１】 

○これまでの説明と

の共通点を明らか

にする。 

○この問題の条件を

かえたときの式に

ついて，正方形の

場合を基にして考

察する。 

○問題解決に有効だ

った方法を振り返

る。 

 

◆４＝（５－１）等の

ように図と関連付

ける。 

◆説明するためのキ

ーワードを全体で

確認しておく。 

◆ペアで一旦説明さ

せた後に，全体で

扱うようにする。 

◆どのようにして求

めたかを問い，考

察の視点を引き出

す。 

学習のきっかけ 【主体的・対話的で深い学びを実現する

ＩＣＴ活用のポイント】 
 
多様な生徒の考えを引き出しやすい教

材であるが，ＩＣＴを使って紹介する程

度に留め，扱う考えを精選し，主眼の「理

由の説明」のための時間を生み出す。 

振り返り 解 決 共 有 

単元 文字を用いた式 

主眼 文字を用いて必要なコイン

の枚数を表し，式が正しい理由を説

明することができる。 

県学力定着状況確認問題中１10 

（２）五角形に並べたコイン全部

の枚数は５（ｎー１）という式で

表せる理由について説明する問

題。（正答率 32.2％） 

（３）五角形を六角形という条件

に変えたときのコイン全部の枚数

を文字を用いて表す問題。（正答率

59.3%） 

 

○板書型指導案（ＩＣＴ） 

※ＩＣＴに関連する場面については、ゴシック体で表現し、全体を枠囲みで塗りつぶしています。 

 

（クラウドを用いたり、大型提示装置を用い 
たりして、複数の考えを共有する。） 

☆五角形状に並べると？ 
５ｎ－５ 

 
☆六角形状に並べると？ 
６ｎ－６ 



記録テープや動画から

どんなことが分かる 

時間と距離のグラフ 

等間隔の記録 

等間隔ではない記録 

時間と速さのグラフ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○台車にどのような力

が働いているか考え

る。 

○記録テープの記録を

処理する。 

○６打点ごとに進ん

だ距離を表に入力

してグラフを作成

する。【Ｂ３】 

○グラフの形から運

動の様子を分析す

る。【Ｂ３】 

○考察を入力したシ

ートを見ながら、吟

味する。【Ｃ２】 

 

○共通点と差異点に

注目して班で話し

合う。【Ｃ２】 

○グラフの形から考え

たことを、全体で共

有する。 

 

○斜面の角度の違いで

物体にどのような力

が働くか考える。 

◆前時に行った実験の

方法を大型提示装置

で確認する。 

◆いきなり入力しな

いで、ワークシート

に自分の考えをま

とめる時間をとる。 

◆個人で考えたこと

を班内で順番に発

表した後に話し合

うよう指示する 

◆グラフの形から考え

た運動について全体

で吟味する。 

単元 運動とエネルギー 

主眼 物体に力が働かない運動に

ついての観察、実験をとおして、運

動の様子を記録する方法を習得す

るとともに、物体に働く力と物体の

運動の様子について規則性を見い

だすことができる。 

○板書型指導案（ＩＣＴ） 

 

学習のきっかけ 

 

振り返り 解 決 共 有 

課題  

台車に力が働いていないとき、台車は

どのような運動をするだろうか。 

 
等間隔でないの

はなぜだろう 

グラフの形からどんなことがわかるだろう。 

○この物体は同じ速さで運動をしてい

る。（１班） 

○グラフの形は違うけど、2つとも同じ運

動を表している。 

○2班の物体は、あるところから間隔が短

くなっているので、減速している。 

   ↓何が原因？ 

 何かが物体にあたった 

 床の摩擦の変化 

 記録テープの摩擦の関係 

 別の力が働いたのではないか 

まとめ 

 力が働かないときは等速直線運動 

 力が働いたときは運動の様子が変化 

【主体的・対話的で深い学びを実現
するＩＣＴ活用のポイント】 

 
 個別学習【Ｂ】では、実験結果を
グラフ化して規則性を見いだす場
面では、数値を入力するとグラフが
作成できるシートを準備し、グラフ

化する時間を短縮し、考察する時間
を充分に確保する。 
 
 協働学習【Ｃ】では、考察を入力
するシートを共有し、自分の考えを
記入するとともに、班員の考えも共
有する。 
 

 学習のきっかけや振り返りの場
面において、一斉学習【Ａ】を取り
入れることも可能。 
 

 

※ＩＣＴに関連する場面については、ゴシック体で表現し、全体を枠囲みで塗りつぶしています。 

 


